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【はじめに】

当院では､他人数用透析装置の消毒にAMTEC

ECOを使用してきた｡今回､熱湯クエン酸消毒

に対応した日機装社製 DCG-03への全合変更

に合わせて､従来の塩素系消毒方法から､熱湯ク

エン酸消毒へ変更したので､その消毒効果を比較

検討した｡

【対象および検討項目】

対象装置は日機装社製循環加温ユニット

DRH-45C を導 入 した透析 液供給 装置

DAB-30E(1系)､DAB-40E(2系)､DCG-

03(70台)とし､検討項目は①熱湯クエン酸

消毒の消毒効果について②装置内部の配管材料

への影響を検討した｡

【方法】

検討項目(丑はクエン酸消毒剤 (AMTEC社製

Citrix-50H)を使用し､約92℃に加温後DCG-

03(70台)に90分間消毒洗浄後､ETRF前

後の透析液 ET値 (WAKO TOXINOMETER

-5500:検出限界度0.1187EU/L)と細菌数

(メンブレンフィルター法 CFU/100mI)を

クエン酸消毒前の塩素系消毒剤 (AMTEC

ECO)と比較した｡また､ETRF前後でET値

と細菌数の変化を対数減少率 (log reduction

>alue:LR>)にて評価した｡当院の配管システ

ムはP>DF ループ配管システムとなっており､

(園1)評価場所は1系･2系ループ配管の始点､

中点､末端とした｡検討項自②は昨年導入した
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DBG-03による熱湯クエン酸消毒の装置への

影響としてカスケードポンプヘッドのサピ付着

状況と消耗品の判定として背圧弁ダイアフラム

の劣化状況のそれぞれ 1年の推移を検討した｡

従来から行っている塩素系消毒剤 AMTEC

ECO とサンフリーを A群､92度の熱湯と

Citrix-50Hの50倍希釈をB群とし､各2台つ

つ比較検討した｡
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図1 透析液供給系統図

【結果】

《検討項目(か》

1系の始点･中点･末端での塩素系消毒方法にお

けるETRF前後のET値と細菌数のグラフ変化

を表1に示す｡ETRF前でのET値は始点･中点

で測定感度未満､末端では0,39EU/Lであった

力で､ETRF後は測定感度未満だった｡細菌数にお

いてはETRF前の始点･中点で0.01､0.02､

末端では0.37CFU/mlであった｡ETRF後では

全ての測定部位での細菌は検出されなかった｡
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表1 塩素系消毒 1系

表2 塩素系消毒 2系

2系においても 1系同様に塩素系消毒方法を行

った結果 (表2)､ETRF前では始点のET値は

測定感度未満､中点は 0.32EU/L､末端は

0.45EU/Lであったが､ETRF後ではすべての

測定部位において測定感度未満であった｡細菌数

においては ETRF前の始点 ･中点 ･末端はそれ

それ 0.02､0.05､0.01CFU/Lであった｡ま

た､ETRF後においては始点 ･中点では検出され

なかったカモ､末端では検出され0.03CFU/mlで

あった｡

熱湯クエン酸消毒方法での 1系ET値はETRF

前で2か月後の末端に0.15EU/L､4カ月後の

始点に0.16EU/Lと検出されたが､ETRF後で

は測定感度未満であった｡2系においてはETRF

前では始点 ･中点 ･末端と検出され､経時的に減

少が見られだが､ETRF後は測定感度未満であっ

た｡(表3)細菌数においては1系ではETRF前

で 2か月後の始点､3か月後の始点 ･中点 ･末

端､4カ月後の中点 ･末端に微量に検出された｡

2系では2か月後の始点 ･中点､3ケ月後の始

点･中点･末端､4カ月後の中点･末端と検出し､

経時的な現象がみられたが､ETRF後の細菌は検

出されなかった｡(表4)

表3 熱湯クエン酸消毒方法
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